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わ
が
母
校
新
潟
産
業
大
学
の
公
立
化
要

望
に
対
す
る
、
柏
崎
市
議
会
の
全
員
協
議

会
が
去
る
平
成
30
年
２
月
14
日
午
後
か
ら

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
忙
し
い
な
か
北
原
学
長
、
梅

比
良
理
事
長
を
初
め
大
学
の
教
授
、
職
員

が
多
数
会
場
に
出
向
き
ま
し
た
。

　

校
友
会
関
係
で
は
、
小
栗
会
長
、
内
山

事
務
局
長
を
初
め
、
地
元
の
会
員
に
声
を

か
け
、
数
人
が
会
場
に
出
向
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
仲
間
と
大
学
関
係
者
が
期

待
と
不
安
の
な
か
、
傍
聴
室
に
入
っ
て
開

始
時
間
を
待
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

全
員
協
議
会
は
、
午
後
１
時
に
市
議
会

議
員
26
名
全
員
が
出
席
し
て
い
ま
し
た
。

　

加
藤
議
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
櫻
井
市

長
が
説
明
に
入
り
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
当
新
潟
産
業
大
学
の
公
立
化

の
協
議
に
入
る
前
に
、
１
月
、
２
月
の
豪

雪
に
よ
る
対
策
お
よ
び
費
用
の
関
係
を
説

明
、
報
告
し
て
い
ま
し
た
。

１
．
経　
　
過

　

母
校
の
新
潟
産
業
大
学
は
、
２
０
１
４

年
︵
平
成
26
年
︶
11
月
に
、
当
時
の
会
田

市
長
に
「
新
潟
産
業
大
学
の
公
立
大
学
法

人
化
」
に
対
す
る
要
望
書
の
提
出
を
い
た

し
ま
し
た
。

　

柏
崎
市
は
、
新
潟
産
業
大
学
が
自
ら
改

善
策
を
検
討
す
べ
き
と
回
答
し
、
現
段
階

で
は
公
立
化
の
実
現
に
判
断
で
き
る
状
況

で
は
な
い
と
、
し
か
し
、
大
学
向
上
の
た

め
、
支
援
は
実
施
し
た
い
と
表
明
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
後
、
大
学
は
「
新
潟
産
業
大
学
改

革
プ
ラ
ン
」
等
を
柏
崎
市
に
提
出
し
て
い

全員協議会で公立大学法人化の方向性について考えを表明した
櫻井市長（写真提供：柏崎日報社）

新
潟
産
業
大
学
の
公
立
化
に
伴
う
、

　
　
　
　
　
　
　市
議
会
全
員
協
議
会
に
つ
い
て

新
潟
産
業
大
学
法
人
化
の

方
向
性
に
つ
い
て
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ま
す
。

　

ま
た
、
北
原
学
長
が
市
議
会
全
員
協
議

会
で
、
公
立
化
の
必
要
性
、
市
民
の
大
学

と
し
て
発
展
さ
せ
る
内
容
に
つ
い
て
説
明

を
し
て
い
ま
す
。

　

柏
崎
市
が
外
部
団
体
に
、
当
大
学
の
内

容
に
つ
い
て
調
査
を
依
頼
し
、
そ
の
結
果

が
大
学
の
改
革
等
、
財
務
面
に
つ
い
て
提

出
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
が
平
成
29
年
９
月
で
あ
り
、

そ
の
内
容
を
踏
ま
え
再
度
提
出
を
求
め
ら

れ
平
成
30
年
１
月
30
日
に
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

２
．
柏
崎
市
長
の
見
解

　

次
の
内
容
で
報
告
が
あ
り
、
公
立
化
は

非
常
に
難
し
い
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

①　

大
学
運
営
の
改
革
案
が
不
十
分

②　

学
生
確
保
策
と
財
政
面
に
つ
い
て
不

十
分

　

以
上
の
２
項
目
で
あ
り
ま
す
が
、
内
容

に
つ
い
て
独
自
性
、
具
体
性
が
な
い
と
の

指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
長
は
先
日
７
日
に
関
係
団
体

︵
校
友
会
・
父
母
の
会
等
︶
が
昨
年
10
月

よ
り
短
期
間
で
署
名
を
１
万
人
以
上
を
集

め
た
行
動
に
は
、
敬
意
を
示
し
て
い
ま
し

た
。

　

大
学
は
、
教
育
機
関
で
あ
り
経
営
機
関

で
も
あ
り
、
皆
さ
ん
の
期
待
通
り
に
は
難

し
い
と
発
言
し
て
い
ま
す
。

３
．
市
議
員
の
意
見
等

　

市
長
が
説
明
の
後
、
数
人
の
議
員
が
意

見
を
述
べ
て
お
り
ま
す
。

　

大
学
の
公
立
化
は
、
市
の
活
性
化
に
繋

が
る
、
若
者
が
多
く
な
る
。

　

柏
崎
市
の
財
産
で
あ
り
考
慮
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

右
記
の
賛
成
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
柏
崎
市
の
財
政
も
厳
し
い
面
も
あ
り

難
し
い
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
は
、
本
年
度
内
に
判
断
し
た

い
と
述
べ
て
お
り
ま
す
。

４
．
今
後
の
対
応

　

こ
の
度
の
議
員
全
員
協
議
会
に
続
く
２

月
定
例
会
議
に
お
い
て
も
、
市
長
は
「
公

立
大
学
法
人
化
の
要
望
を
受
入
れ
る
こ
と

は
で
き
な
い
。」
と
明
言
し
ま
し
た
。
校

友
会
と
し
て
、
大
学
が
置
か
れ
た
非
常
に

厳
し
い
状
況
を
再
認
識
し
、
今
後
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
大
学
側
の
対

応
を
確
認
し
な
が
ら
、
ま
た
各
支
部
の
ご

意
見
、
会
員
個
々
の
ご
意
見
を
聴
き
な
が

ら
、
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。文

責
　
事
務
局
　
内
山
和
博
（
短
17
期
）

創
立
70
周
年
記
念
式
典
・
記
念
講
演
会

学
校
法
人
柏
専
学
院
・
新
潟
産
業
大
学

　
わ
が
新
潟
産
業
大
学
は
、
平
成
29
年
６

月
に
創
立
70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
学
校
法
人
柏
専
学
院
と

新
潟
産
業
大
学
が
記
念
式
典
お
よ
び
記
念

講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
開
催
期
日
は
、
平
成
29
年
11
月
10
日
午

後
よ
り
柏
崎
市
の
柏
崎
市
産
業
文
化
会
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
来
賓
と
し
て
国
会
議
員
、
県

知
事
、
柏
崎
市
長
、
刈
羽
村
長
、
市
議
会

議
員
を
は
じ
め
、
校
友
会
の
役
員
、
会
員

が
多
数
出
席
い
た
し
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
で
は
、
北
原
学
長
の
挨
拶
を

は
じ
め
来
賓
か
ら
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　
祝
辞
は
、文
部
科
学
審
議
官
　
小
松
様
、

県
知
事
　
米
山
様
、
市
長
　
櫻
井
様
で
あ

り
ま
す
。
参
加
者
は
関
係
者
と
来
賓
、
校

友
会
の
役
員
、
会
員
等
で
３
０
０
名
程
で

あ
り
ま
し
た
。
平
日
で
あ
り
な
が
ら
多
数

の
出
席
者
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
式
典
終
了
後
、
来
賓
で
挨
拶
の
あ

り
ま
し
た
文
部
科
学
審
議
官
の
小
松
親
次

郎
氏
の
記
念
講
演
会
が
続
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
演
題
と
し
て
は
、「
地
方
創
生
と
大
学
」

で
あ
り
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
要
約
し
ま
す
と
次
の
と
お
り

で
あ
り
ま
す
。

①
　
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学
率

②
　
各
県
の
高
校
卒
業
者
の
大
学
、
短
期

大
学
、
専
門
学
校
へ
の
進
学
率

③
　
大
学
進
学
に
よ
り
東
京
首
都
圏
へ
の

人
口
移
動

④
　
奨
学
金
を
利
用
し
た
地
元
へ
の
定
着

促
進

　
右
記
４
項
目
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
各

地
方
の
高
校
か
ら
首
都
圏
へ
の
大
学
、
短

期
大
学
、
専
門
学
校
の
進
学
率
が
上
昇
し

て
い
る
状
況
で
、
地
方
は
人
口
減
少
、
首

都
圏
で
は
人
口
過
激
的
増
加
が
み
ら
れ
ま

す
。

　
今
後
、
奨
学
金
、
大
学
を
見
直
し
地
元

へ
の
定
着
化
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
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今
般
、
平
成
30
年
３
月
31
日
付
け
を

も
っ
て
、
新
潟
産
業
大
学
学
長
を
退
任

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
度
再

選
し
て
い
た
だ
き
、
２
期
目
が
１
年
終

わ
っ
た
ば
か
り
の
こ
の
時
期
に
、
突
然

の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
再
任
の
際
に
も
同
じ
理
由

で
固
辞
し
て
い
た
の
で
す
。
こ
れ
以
上

体
力
が
許
さ
な
い
と
い
う
の
が
最
大
の

理
由
で
す
。

　

縁
あ
っ
て
産
業
大
学
長
に
就
任
し
、

皆
様
に
は
い
ろ
い
ろ
と
ご
指
導
、
ご
支

援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
国
立
筑
波
大
学
学
長
、

独
立
行
政
法
人
学
生
支
援
機
構
理
事
長

を
務
め
、
専
任
の
勤
務
は
こ
れ
で
終
わ

り
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

考
え
も
し
な
い
話
の
展
開
で
老
骨
に
鞭

打
つ
こ
と
に
な
り
、
久
々
の
大
学
運
営

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
寄
る
年
波
は
い
か
ん
と
も
し
が
た

く
、
再
選
の
時
か
ら
、
任
期
は
４
年
だ

が
取
り
敢
え
ず
１
年
と
考
え
て
い
た
の

で
す
。

　

２
期
目
の
１
年
間
は
大
事
な
年
だ
っ

た
の
で
す
。
７
年
に
１
回
全
大
学
に
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
認
証
評
価
機
関
に

よ
る
「
大
学
評
価
」
が
あ
り
、「
創
立
70

周
年
記
念
式
典
」「
同
記
念
講
演
会
」
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
何
と
か
し
て

私
の
力
で
、
文
部
科
学
省
の
高
官
に
式

典
に
出
席
し
記
念
講
演
も
し
て
も
ら
い
、

公
立
大
学
法
人
化
に
弾
み
を
つ
け
た
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
。
式
典
お
よ
び
講

演
会
は
計
画
通
り
に
挙
行
さ
れ
大
成
功

で
し
た
。
私
に
と
っ
て
も
意
義
あ
る
１

年
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

公
立
大
学
法
人
化
は
難
し
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
設
置

者
の
変
更
の
問
題
で
、
大
学
に
は
直
接

関
係
の
な
い
こ
と
で
す
。
私
は
大
学
の

魅
力
化
の
１
つ
と
し
て
公
立
大
学
法
人

化
を
要
望
し
て
き
た
の
で
す
が
、
他
に

も
大
学
魅
力
化
の
方
策
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
こ
の
度
、「
魅
力
あ
る
選
ば
れ

る
大
学
づ
く
り
の
た
め
の
事
業
計
画
」

を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
に
沿
っ

て
大
学
改
革
を
断
行
し
て
い
け
ば
、
わ

が
産
大
は
、
必
ず
や
魅
力
あ
ふ
れ
る
素

晴
ら
し
い
大
学
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

５
年
間
に
わ
た
る
ご
支
援
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
学
長
は
退

任
い
た
し
ま
す
が
、
体
力
の
許
す
か
ぎ

り
、
大
学
の
発
展
、
改
革
の
た
め
に
微

力
を
捧
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
母
校
に
対
し

て
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

学
長
退
任
の
あ
い
さ
つ

新
潟
産
業
大
学
　元
学
長

北 

原
　保 

雄
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記
念
講
演
会
・
懇
親
会
を
開
催

　
11
月
４
日
、
新
潟
市
民
プ
ラ
ザ
で
東
国
原

英
夫
氏
の
講
演
会
を
実
施
し
た
。「
逆
境
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
〜
地
方
大
学
が
生
き
抜

く
に
は
〜
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
宮
崎
県

を
大
き
く
発
展
さ
せ
た
東
国
原
氏
に
地
方
お

よ
び
地
方
大
学
が
生
き
抜
く
た
め
に
何
が
必

要
な
の
か
、
ご
自
身
の
体
験
も
踏
ま
え
講
演

し
て
い
た
だ
い
た
。

　
大
勢
の
会
員
・
関
係
者
で
埋
ま
る
会
場
で
、

ご
自
身
の
幼
少
期
や
知
事
就
任
時
の
話
を
笑

い
も
誘
い
な
が
ら
お
話
し
さ
れ
、最
後
に
「
ピ

ン
チ
の
裏
に
は
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。
大
学
の

魅
力
を
前
面
に
出
し
た
Ｐ
Ｒ
が
大
切
で
あ

る
」
と
い
う
話
で
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

あ
っ
と
い
う
間
の
約
90
分
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
会
場
を
別
フ
ロ
ア
の
「
禅
」
に

移
し
懇
親
会
を
催
し
た
。
北
原
学
長
の
挨
拶

の
後
、
小
栗
会
長
の
乾
杯
で
開
宴
。
久
し
ぶ

り
に
会
う
卒
業
生
同
士
が
近
況
を
語
っ
た

り
、
大
学
教
職
員
と
懐
か
し
そ
う
に
在
学
中

の
話
に
盛
り
上
っ
た
り
と
会
場
の
い
た
る
と

こ
ろ
で
楽
し
そ
う
な
笑
い
声
が
止
ま
ず
、
終

了
時
刻
を
過
ぎ
て
も
な
か
な
か
閉
会
に
な
ら

な
い
程
の
盛
り
上
が
り
で
あ
っ
た
。

大
学
創
立
70
周
年
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運営年会費の納入御礼とお願い
　校友会員の大勢の皆様から、運営年会費を納入して頂きありがとうございました。みなさんの暖
かい気持ちに支えられていることに改めて感謝し、厚く御礼申し上げます。
　ご承知のように、運営年会費は校友会報の発行費用や各支部の運営補助金など活動資金の支
援費として使用されております。また、会報も内容を更に充実させ、皆様から愛される校友会報にし
たいものと頑張っております。
　諸事ご都合もおありかと思いますが、是非とも、このような趣旨をご理解頂きご協力よろしくお
願い申し上げます。

　
表
題
の
、
公
立
化
を
要
望
す
る
署
名
運

動
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
よ
り
大
学
側
と

の
情
報
交
換
を
初
め
と
す
る
対
応
の
中
で
、

わ
が
校
友
会
の
各
支
部
、
お
よ
び
会
員
か

ら
本
部
事
務
局
に
対
し
再
三
の
要
望
が

多
々
あ
り
ま
し
た
。

　
事
務
局
と
し
て
、取
組
体
制
・
取
組
方
法
・

情
報
伝
達
・
署
名
目
標
数
の
策
定
等
を
い

か
に
実
践
行
動
す
べ
き
か
諸
々
と
協
議
を

行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
各
支
部
へ
の
取
組
依
頼
、

目
標
数
、
対
応
期
間
の
関
係
等
に
つ
い
て

大
学
等
に
連
絡
、
協
議
、
調
整
、
取
組
に

つ
い
て
合
同
で
協
議
し
て
き
ま
し
た
。

　
各
支
部
に
つ
い
て
は
、
実
績
よ
り
も
ま

ず
現
在
の
状
況
等
の
情
報
を
連
絡
し
て
か

ら
と
昨
年
開
催
い
た
し
ま
し
た
「
支
部
長
・

事
務
局
長
会
議
」
に
大
学
か
ら
梅
比
良
理

事
長
の
出
席
を
お
願
い
し
て
状
況
報
告
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
各
支
部
に
理
解
を
し
て
い
た

だ
き
、
実
践
行
動
は
支
部
の
支
部
長
・
事

務
局
長
に
お
願
い
し
説
明
を
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

　
期
間
は
12
月
ま
で
と
定
め
、
取
組
み
を

開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　
実
績
は
、
最
初
は
な
か
な
か
上
が
ら
ず

苦
慮
し
て
い
ま
し
た
が
、Ｎ
支
部
か
ら
大
量

の
署
名
簿
が
到
着
し
ま
し
た
。

　
内
容
確
認
し
て
う
れ
し
さ
と
感
謝
の
気

持
ち
が
あ
ふ
れ
、
電
話
連
絡
し
て
支
部
長

に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
第

２
弾
、
第
３
弾
と
取
組
み
さ
れ
て
感
謝
の

気
持
ち
で
一
杯
で
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
連
日
各
支
部
か
ら
署
名
簿

が
到
着
し
ま
し
た
。

　
遅
れ
ま
し
た
が
、
各
支
部
、
支
部
の
役

員
の
皆
様
、
会
員
の
方
々
に
紙
面
を
借
り

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
柏
崎
刈
羽
支
部
の
役
員
、
会
員
の

皆
様
に
は
地
元
の
支
部
と
し
て
季
節
柄
本

当
に
忙
し
い
な
か
、
多
数
の
取
組
み
を
し
て

い
た
だ
き
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
署
名
簿
の
運
動
は
、
わ
が
校
友
会
の
他
、

父
母
の
会
、
学
友
会
、
水
泳
連
盟
、
有
志

の
皆
様
（
故
人
廣
川
前
学
長
の
奥
様
、
同

期
生
の
皆
様
）
に
趣
旨
が
伝
わ
り
、
大
き

な
輪
に
な
り
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
わ
が
新
潟
産
業
大
学
の
公
立
化
に
対
し

署
名
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
署
名
簿
は
去
る
平
成
30
年
２
月
７
日
、
各

団
体
の
代
表
が
、櫻
井
市
長
に
渡
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
短
期
間
に
１
万
人
以
上
の
署

名
が
集
ま
っ
た
事
に
対
し
て
敬
意
を
表
し

て
い
ま
し
た
。
最
終
的
に
名
簿
は
次
の
と

お
り
集
計
さ
れ
ま
し
た
。

　
校
友
会 

３
，
１
５
２
名

　
父
母
の
会 

１
，
０
２
２
名

　
学
友
会 

２
，
１
０
５
名

　
水
泳
連
盟 

３
９
５
名

　
市
民
有
志
（
廣
川
先
生
関
係
）

 

４
，
３
５
８
名

総
合
計
　
１
１
，
０
３
２
名
で
あ
り
ま
す
。

　
署
名
さ
れ
た
皆
様
全
員
に
心
か
ら
感
謝

い
た
し
ま
す
。

文
責
　事
務
局
　内
山
和
博
（
短
17
期
） 写真提供：柏崎日報社

新潟産大公立法人化要望の署名簿を櫻井市長に提出した

　
表
題
の
、
公
立
化
を
要
望
す
る
署
名
運

　
実
績
は
、
最
初
は
な
か
な
か
上
が
ら
ず
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新潟産業大学に学ぶ学生達の活躍

【水　　球】
●  髙橋堅登（２年）、山本龍（２年）、蔭田渉吾（１年）、ブランドリー・イグナティウス・レガワ（１年）、

髙田勇希（１年）『第93回日本選手権水泳競技大会〈水球競技〉男子　２位』

●  池田梨菜（４年）、平田美里（４年）、古田玲子（４年）、梅村香穂（２年）、金子久瑠実（２年）、菊地若菜（２年）『第
93回日本選手権水泳競技大会〈水球競技〉女子　８位』

　※以上ブルボンウォーターポロ柏崎として出場。

【ライフセービング】
● 髙橋志穂（４年）、佐々木勝馬（３年）、片山雄起（２年）、

関悠矢（２年）『第29回全日本ライフセービング・プール
競技選手権大会ＳＥＲＣ第８位』

● 髙橋志穂（４年）　『第43回全日本ライフセービング選手権
大会女子レスキューチューブレスキュー　第６位』

● 髙橋志穂（４年）　『三洋物産インターナショナルライフセー
ビングカップ2017オーシャンウーマン　第６位』

　　※以上柏崎ライフセービングクラブとして出場

優秀競技者賞

　２月３日（土）、柏崎市産業文化会館文化ホー
ルにおいて「平成29年度柏崎市体育協会優秀
体育人表彰式」が行われ、本学７組、個人９名
の学生が受賞しました。

　この表彰は、柏崎市体育協会が、優秀な競技
実績をあげ柏崎地域の体育・スポーツ振興に功
績のあった団体や個人に対し毎年行っています。

　本学からは、「スポーツ栄誉賞」１名、「優秀
競技者賞」３団体・１名、「競技者賞」４団体・
７名の学生達が受賞し、ステージ上で賞状を授
与されました。

　また、水泳競技の発展における永年にわたる
功労実績に対し、本学前学長である 故 廣川俊
男先生が「体育功労賞」を受賞しました。

■体育功労賞
　【水泳競技】
　　廣川俊男（新潟産業大学前学長）
■スポーツ栄誉賞
　【水　　球】　蔭田渉吾（１年）『第19回世界

ジュニア選手権大会（セルビア）
出場（20カ国中13位）』

髙橋志穂さん、４年間の競技生活大変お疲れ様でした！

　『三洋物産インターナショナルライフセー

髙橋志穂さん、４年間の競技生活大変お疲れ様でした！髙橋志穂さん、４年間の競技生活大変お疲れ様でした！
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競 技 者 賞

【卓　　球】

●齋藤駿介（３年）『第65回春季北信越学生卓球選手権大会男子シングルス　１位』

●邱文瑜(キュウブンユ)（４年）『第65回春季北信越学生卓球選手権大会女子シングルス　３位』

●深沢大晴（２年）齋藤駿介（３年）『平成29年度夏季北信越学生卓球選手権大会男子ダブルス１位』

●男子団体〔齋藤駿介(３年）、任晟敃（２年）、小松拓也（２年）、深沢大晴（２年）、田代寿幸（１年）、中島知輝（１
年）、吉井大樹（１年）〕『第65回春季北信越学生卓球選手権大会男子団体３位』

●女子団体〔邱文瑜（４年）、加藤春菜（３年）、坂田澪奈（３年）、山岸麻希（３年）、笠原如乃（２年）、福島朋美（２
年）、山口優（１年）〕『第65回春季北信越学生卓球選手権大会女子団体３位』

【空 手 道】

●錦織奨（３年）『第43回北信越学生空手道選手権大会男子個人組手　１位』

●安達拓光（３年）『第43回北信越学生空手道選手権大会男子個人組手　２位』

●片貝すみれ（１年）『第43回北信越学生空手道選手権大会女子個人組手　２位』

●笠原萌永（１年）『第43回北信越学生空手道選手権大会女子個人組手　３位』

●女子団体〔岡本桜（３年）、永井砂南（１年）、片貝すみれ（１年）、笠原萌永（１年）〕『第62回北信越大
学空手道選手権大会女子団体戦　１位』

●男子団体〔錦織奨（３年）、永井怜惟（３年）、安達拓光（３年）、小出悦樹（１年）〕『第62回北信越大学
空手道選手権大会男子団体戦　２位』

空手道部の錦織主将、今年は集大成の年、
悔いのない結果を期待しています

空手道部の錦織主将、今年は集大成の年、
悔いのない結果を期待しています

空手道部の錦織主将、今年は集大成の年、
悔いのない結果を期待しています

男子空手道部、今年は４年生が中心となりますが、
最高の形で終えるよう期待します

空手道部の錦織主将、今年は集大成の年、空手道部の錦織主将、今年は集大成の年、空手道部の錦織主将、今年は集大成の年、
悔いのない結果を期待しています悔いのない結果を期待しています悔いのない結果を期待しています

男子空手道部、今年は４年生が中心となりますが、
最高の形で終えるよう期待します

男子空手道部、今年は４年生が中心となりますが、男子空手道部、今年は４年生が中心となりますが、男子空手道部、今年は４年生が中心となりますが、
最高の形で終えるよう期待します

女子空手道部、団体戦優勝おめでとう、
今年も連覇を期待しています

男子空手道部、今年は４年生が中心となりますが、男子空手道部、今年は４年生が中心となりますが、男子空手道部、今年は４年生が中心となりますが、男子空手道部、今年は４年生が中心となりますが、 女子空手道部、団体戦優勝おめでとう、女子空手道部、団体戦優勝おめでとう、
今年も連覇を期待しています

女子空手道部、団体戦優勝おめでとう、
今年も連覇を期待しています

男子卓球部、今年は
団体優勝しインカレ出場を果たしてください。

【空 手 道】

男子卓球部、今年は
団体優勝しインカレ出場を果たしてください。団体優勝しインカレ出場を果たしてください。

男子卓球部、今年は
団体優勝しインカレ出場を果たしてください。

女子卓球部、北信越大会で優勝し
昨年に続きインカレ出場を期待します
女子卓球部、北信越大会で優勝し
昨年に続きインカレ出場を期待します
女子卓球部、北信越大会で優勝し
昨年に続きインカレ出場を期待します

卓球部を牽引している
北信越大会個人連覇中の
齊藤駿介君、最終学年の
活躍期待しています団体優勝しインカレ出場を果たしてください。団体優勝しインカレ出場を果たしてください。団体優勝しインカレ出場を果たしてください。団体優勝しインカレ出場を果たしてください。団体優勝しインカレ出場を果たしてください。

卓球部を牽引している卓球部を牽引している
北信越大会個人連覇中の北信越大会個人連覇中の
齊藤駿介君、最終学年の齊藤駿介君、最終学年の
活躍期待しています活躍期待しています

卓球部を牽引している
北信越大会個人連覇中の
齊藤駿介君、最終学年の
活躍期待しています
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新潟産業大学の就職状況（就職課資料より）
2017年度 就職行事 拝見

１月末日現在の内定状況は下表のとおりで、全体の内定率96.4％です。
就 職 内 定 状 況

●言語・非言語WEBテスト（平成29年12月） ●就職活動集中対策講座（平成29年12月）

●資格取得等奨励金授与式（平成30年１月）

●求人票活用講座（平成29年11月）

●企業研究セミナー（平成30年２月）

●メークアップ講座（平成29年11月）

●就職活動出陣式（平成30年２月）

経 済 学 部
男　子 女　子 合　計

今

年

度

内定率（％） 95.1% 100.0% 96.4%
内定者数 39 15 54
上場企業内定率（％） 27.8% 18.8% 25.0%
上場企業内定者数 10 3 13
就職希望率（％） 87.2% 88.2% 87.5%
就職希望者数 41 15 56
卒業予定者 47 17 64

注１：外国人留学生を除く
注２：内定率（％）＝内定者数÷就職希望者数
注３：就職希望率（％）＝就職希望者数÷卒業予定者数
注４：上場企業内定率（％）＝上場企業内定者数÷{全内定者数－
                                                （公務員合格者数＋個人経営家業内定者数）}
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１．日　時　　平成30年10月20日（土）　13時より

２．会　場　　新潟東映ホテル（万代口より徒歩５分）

　　　　　　　住　　所：　新潟市中央区弁天２丁目１－16

　　　　　　　電話番号：　０２５－２４４－７１０１

３．日　程　　受　付：　12時～13時

　　　　　　　総　会：　13時～14時

　　　　　　　アトラクション等：14時15分～14時45分

　　　　　　　懇親会：　15時～17時

　　　　　　　閉　会：　17時15分

４．会　費　　男性・女性　　いずれも　各　５，０００円

５．宿　泊　　当日、宿泊の会員は直接ホテルに申込みください。

６．その他　　旅費は、県外の会員に支払う予定であります。

　　　　　　　金額は５，０００円とします。

本部定期総会のご案内
　校友会会員の皆様には、ますますご健勝でご活躍のことと存じます。

　日頃から、校友会活動にご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

　ところで、平成30年度は３年毎の定期総会開催の年度です。

　昨年は、新潟産業大学が創立70周年を迎え、校友会では記念講演会を開催いたし、

大学側も同様に式典を開催して意義深い年でありました。

　また、公立化に向けた署名運動を展開し、多大な実績をあげました。

　本年度は、会場を新潟市に変更して下記のとおり開催いたします。

　会員の皆様の多数のご参加をお待ちいたしております。

　なお、出席・欠席の期限は、９月27日（金）であります。

記
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新
潟
支
部
総
会
開
催

　
　
　
　
　
新
潟
支
部
長

北
村
　
　
稔
︵
短
16
期
︶

　

平
成
29
年
７
月
15
日
、
新
潟
支
部
総
会

が
市
内
の
第
一
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
ど
ん
よ
り
と
し
た
曇
空
で
し
た

が
、
県
内
か
ら
45
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
中
に
は
大
卒
者
が
７
割
、
短
卒
者

３
割
と
従
来
の
参
加
者
の
逆
転
現
象
が
起

こ
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
最
大
の
参
加
者

と
な
り
ま
し
た
。

　

本
部
か
ら
小
栗
会
長
は
じ
め
関
係
の

方
々
、
そ
し
て
各
支
部
か
ら
は
妙
高
支
部

瀬
戸
満
雄
様
、
柏
刈
支
部
細
山
光
夫
様
、

長
岡
支
部
今
井
誠
様
、
県
央
支
部
渡
辺
喜

彦
様
、
魚
沼
支
部
渡
辺
勲
様
の
各
支
部
長

及
び
代
理
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
潟
支
部
長
か
ら
は
公
立
化
問
題
、
短

卒
者
か
ら
大
卒
者
へ
の
シ
フ
ト
、
本
部
総

会
の
新
潟
市
開
催
な
ど
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

　

来
賓
の
小
栗
会
長
か
ら
あ
い
さ
つ
の
あ

と
、
議
題
に
入
り
ま
し
た
。

　

大
卒
者
役
員
登
録
状
況
、
青
年
部
活
動

報
告
、
経
過
報
告
、
会
計
報
告
等
審
議
し

承
認
さ
れ
た
あ
と
、
本
部
か
ら
「
東
国
原

英
夫
氏
」
の
講
演
会
、「
本
部
総
会
新
潟

市
開
催
」
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
来
た
る
べ
き
日
に
備
え

て
、
大
卒
者
の
大
幅
加
入
で
一
新
し
ま
し

た
。

　

懇
親
会
で
は
「
い
や
～
い
い
総
会
だ
っ

た
ね
」「
若
者
が
多
く
て
ビ
ッ
ク
リ
し
た
」

「
新
潟
か
ら
刺
激
を
も
ら
っ
た
」
な
ど
の

意
見
が
聞
か
れ
終
了
し
ま
し
た
。

新
潟
県
央
支
部
総
会
開
催

　  

新
潟
県
央
支
部
長

渡
邊
　
喜
彦
︵
短
16
期
・
産
大
19
期
︶

　

本
年
度
の
支
部
総
会
は
、
三
条
市
の
三

条
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
９
月
16
日
に
本
部

よ
り
小
栗
会
長
、星
野
副
会
長
を
は
じ
め
、

支
部
よ
り
北
村
支
部
長
を
は
じ
め
７
名
の

来
賓
を
迎
え
、
会
員
20
名
合
計
27
名
が
参

加
い
た
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
小
栗
会
長
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

議
事
に
入
り
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告

お
よ
び
事
業
計
画
・
収
支
予
算
が
そ
れ
ぞ

れ
承
認
に
な
り
ま
し
た
。
続
い
て
支
部
役

員
の
選
任
で
は
現
在
の
役
員
が
退
任
し
、

新
支
部
長
蓮
池
浩
咲
︵
短
17
期
︶、
新
事
務

局
長
鈴
木
茂
︵
産
大
１
期
︶
が
承
認
さ
れ
、

新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、
楽
し
い
懇
親
会
で
あ

り
ま
す
。
お
い
し
い
料
理
と
お
い
し
い
お
酒

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
情
報
交
換
、
交
流

を
深
め
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

い
つ
も
感
じ
る
こ
と
は
、
２
年
に
１
回

の
総
会
で
す
が
、
参
加
者
の
増
加
へ
の
こ

と
で
す
。
総
会
の
準
備
に
支
部
の
役
員
の

皆
さ
ん
が
、
苦
労
し
て
参
加
者
を
集
め
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
今
日
参
加
さ
れ
た
会
員

の
皆
さ
ん
が
、
次
回
の
総
会
に
は
一
人
を

紹
介
、
参
加
を
呼
び
か
け
大
勢
の
会
員
か

ら
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
新
潟
県
央
支
部

を
盛
り
上
げ
、
交
流
を
深
め
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

飯
豊
支
部
総
会
開
催

　
　
　
　
　
飯
豊
支
部
長

吉
田
冨
二
雄
︵
短
11
期
︶

　

平
成
29
年
10
月
１
日
、
飯
豊
支
部
総
会

を
新
発
田
市
駅
前
諏
訪
神
社
内
の
豊
谷
殿

支

部

だ

よ

り
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で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
本
部
よ
り
小
栗
会
長
、
内

山
事
務
局
長
の
ご
出
席
を
賜
り
ま
し
た
。

　

当
支
部
か
ら
は
５
名
の
参
加
で
あ
り
ま

し
た
。
当
支
部
は
県
北
に
長
い
た
め
交
通

手
段
の
関
係
も
あ
り
、
出
席
者
が
少
な
い

状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
開
催
地
の
新
発
田
市
の
会
員

よ
り
出
席
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま

す
が
な
か
な
か
出
席
者
が
増
加
し
て
い
な

い
の
で
、
今
後
は
本
部
と
協
議
し
て
特
に

大
学
卒
の
会
員
に
支
部
状
況
等
の
案
内
を

配
布
し
、
次
回
の
総
会
で
は
一
人
で
も
多

く
参
加
す
る
様
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
役
員
の
改
選
に
も
今
後
は
若

い
世
代
交
代
の
時
期
が
当
支
部
に
も
必
要

で
あ
り
ま
す
。

　

新
発
田
市
在
住
の
会
員
の
参
加
を
は
じ

め
、
飯
豊
支
部
が
世
代
交
代
を
行
い
盛
り

上
が
り
を
す
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

北
陸
支
部
総
会
開
催

　
　
　
　
　
北
陸
支
部
長

米
原
　
正
樹
︵
短
18
期
︶

　

平
成
29
年
10
月
７
日
富
山
市
の
呉
羽
ハ

イ
ツ
で
、
支
部
の
総
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
当
日
は
本
部
よ
り
小
栗
会
長
、
内

山
事
務
局
長
の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま

し
た
が
、
小
栗
会
長
は
所
用
の
た
め
欠
席

で
し
た
が
内
山
事
務
局
長
よ
り
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
本
部
の
状
況
等
、
他
支
部
等

の
状
況
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

当
支
部
も
支
部
役
員
の
改
選
を
行
い
、

事
務
局
長
に
大
学
卒
の
若
い
人
に
交
代
し

て
い
ま
す
が
総
会
の
案
内
状
を
出
し
て

も
、参
加
者
が
少
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

内
山
事
務
局
長
に
よ
れ
ば
、
他
支
部
も

同
様
な
状
況
で
あ
り
今
後
は
い
か
に
若
い

人
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
か
、
大
き
な
課

題
に
な
っ
て
い
る
と
の
事
で
す
。

　

今
回
の
総
会
を
基
に
今
後
も
地
道
に
頑

張
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
部
を
は
じ
め
、
他
支
部
の
情
報
を
大

切
に
、
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
野
支
部
総
会
開
催

　
　
　
　
　
長
野
支
部
長

澤
山
　
文
雄
︵
短
24
期
︶

　

平
成
29
年
11
月
25
日
長
野
市
内
の
「
も

み
じ
茶
屋
」
に
お
い
て
、
支
部
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
本
部
か
ら
小
栗
会
長
、

内
山
事
務
局
長
を
お
迎
え
し
、
支
部
か
ら

は
妙
高
支
部
顧
問　

畑
山
さ
ん
、
同
支
部

長　

瀬
戸
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

支
部
か
ら
は
７
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　

小
栗
会
長
の
挨
拶
の
後
、
議
題
に
入
り

本
部
関
係
の
会
議
報
告
、
続
い
て
支
部
の

活
動
状
況
報
告
、
今
後
の
取
組
み
に
つ
い

て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
内
山
事
務
局
長
か
ら
本
部
関

係
、
支
部
の
活
動
状
況
が
報
告
さ
れ
、
妙

高
支
部
顧
問
畑
山
さ
ん
の
乾
杯
音
頭
に
よ

り
、
懇
親
会
が
楽
し
く
、
に
ぎ
や
か
に
始

ま
り
ま
し
た
。

　

特
に
、北
陸
新
幹
線
の
開
業
で
長
野
駅
、

市
街
地
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
心

し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
長
野

の
お
い
し
い
料
理
と
お
い
し
い
地
酒
を
い

た
だ
い
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
時
間
が

足
り
な
い
く
ら
い
交
流
が
深
ま
り
支
部
と

し
て
今
後
も
総
会
が
盛
会
に
な
る
よ
う
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
栗
会
長
、
内
山
事
務
局
長
の

連
携
の
良
さ
、
情
報
の
連
絡
等
、
パ
ワ
ー

の
あ
る
こ
と
に
感
心
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
支
部
役
員
、
青
年
部
を
中
心

に
活
動
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　新潟産業大学では、教育研究活動全般の充実・発
展を図るため、広くご寄付をお願いしております。
　寄付金は、地域高等教育の府として社会的責任を
担う本学にとって、学費や補助金に次ぐ、第三の収入
といえるものです。いただきましたご厚志は、「地域
社会や企業を主体的に支える人材の育成」という本学
の教育理念の達成のために活用させていただきます。
　何卒、皆様の格別のご支援をお願い申し上げます。

■募金の金額　一口　5,000円（複数口をいただければ幸いです。）
■募金の払込方法
　同封の「青色の振込用紙」にご記入のうえ郵便局からお振込下さい。
■寄付金控除について
　所得税の寄付金控除の措置を受けることができます。
■寄付者名簿の公表について
　ホームページ、学報等で寄付者の御芳名を公表することに同意され
る方は、振込用紙通信欄にその旨チェックをお願い致します。

新潟産業大学基金のお願い

※ご不明の点は、新潟産業大学総務課まで。
総務課 ℡0257-24-6655

募金要項
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☆
本
部
定
期
役
員
会　

６
月
17
日
︵
土
︶

 

柏
崎
市
・
産
業
文
化
会
館

事
業
報
告
・
収
支
決
算
お
よ
び
事
業
計
画
・
収
支
予

算
を
審
議
・
承
認

新
役
員
報
告
と
紹
介
・
講
演
会
お
よ
び
定
期
総
会
開

催
の
御
案
内

☆
支
部
長
・
事
務
局
長
会
議　

10
月
14
日
︵
土
︶

 

長
岡
市
・
ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡

公
立
化
の
経
過
報
告
・
講
演
会
お
よ
び
定
期
総
会
開

催
の
御
案
内

他
支
部
活
動
状
況
・
補
助
金
一
部
見
直
し
承
認
・
署

名
運
動
の
取
組
み

☆
公
立
化
要
請
の
署
名
活
動　

各
支
部
及
び
関
係
団
体

取
組
期
間　

10
月
～
12
月

実
績
署
名
数　

３
，１
５
２
名　

全
体
１
１
，０
３
２
名

☆
公
立
化
署
名
名
簿
柏
崎
市
に
提
出　

２
月
７
日︵
水
︶

 

柏
崎
市
役
所
・
市
長
応
接
室

校
友
会
他
関
係
団
体

校
友
会
よ
り
順
次
、
市
長
に
報
告
し
渡
す

☆
本
部
役
員
会
議　

２
月
９
日
︵
金
︶

講
演
会
開
催
の
反
省
・
総
括
、
署
名
運
動
の
取
組
・
報
告

☆
柏
崎
市
議
会 

全
員
協
議
会　

２
月
14
日
︵
水
︶

新
潟
産
業
大
学
公
立
大
学
法
人
化
の
方
向
性
に
つ
い
て

校
友
会
役
員
を
初
め
、
関
係
者
約
35
名
傍
聴
す
る

☆
各
支
部
総
会
の
開
催
日
・
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◦
新
潟
支
部　

７
月
15
日
︵
土
︶

 

新
潟
市
・
新
潟
第
一
ホ
テ
ル

青
年
部
活
動
報
告
・
経
過
報
告
・
会
計
報
告
・
支
部

役
員
改
選
挨
拶

講
演
会
・
本
部
定
期
総
会
開
催
案
内
等

•
新
潟
県
央
支
部　

９
月
16
日
︵
土
︶

 

三
条
市
・
三
条
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

事
業
報
告
・
収
支
決
算
報
告
・
事
業
計
画
・
収
支
予
算

支
部
役
員
の
改
選
・
紹
介
・
挨
拶

•
飯
豊
支
部　

10
月
１
日
︵
日
︶

 

新
発
田
市
・
諏
訪
神
社
境
内
内　

豊
谷
殿

事
業
報
告
・
会
計
決
算
報
告
・
支
部
活
動
の
強
化
等

•
北
陸
支
部　

10
月
７
日　

 

富
山
市　

呉
羽
ハ
イ
ツ

事
業
報
告
・
会
計
決
算
報
告
・
役
員
改
選
紹
介
・
支

部
活
動
強
化

•
長
野
支
部　

11
月
25
日
︵
土
︶

  

長
野
市
・
も
み
じ
茶
屋

本
部
開
催
の
会
議
内
容
報
告
・
支
部
活
動
状
況
報
告
・

活
動
計
画
・
会
計
予
算
布
告
・
今
後
の
取
組
み
等

☆
本
部
青
年
部

•
三
役
会
議
・
役
員
会
議　

７
月
28
日

 

　

新
潟
産
業
大
学
・
会
議
室

活
動
報
告
・
収
支
報
告
・
会
計
監
査
等

活
動
計
画
・
収
支
予
算
・
講
演
会
等

•
講
演
会
実
行
委
員
会　

９
月
23
日

 

　

新
潟
市
・
市
民
プ
ラ
ザ

講
演
会
の
企
画
・
運
営
等

•
70
周
年
記
念
講
演
会　

11
月
４
日
︵
土
︶

 

新
潟
市
・
市
民
プ
ラ
ザ

講
師
「
東
国
原
英
夫
氏
」

演
題
「
逆
境
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
」

•
青
年
部
役
員
会　

12
月
16
日
︵
土
︶
新
潟
市

講
演
会
の
反
省
会
・
総
括
・
そ
の
他

☆
各
支
部
役
員
会
・
幹
事
会
は
次
の
と
お
り
で
す

新
潟
支
部
幹
事
会 

5
月
27
日
︵
土
︶ 

新
潟
市

柏
刈
支
部
常
任
幹
事
会 

6
月
17
日
︵
土
︶ 

柏
崎
市

長
岡
支
部 

6
月
29
日
︵
木
︶ 

長
岡
市

上
越
支
部 

7
月
6
日
︵
木
︶ 

 

上
越
市

飯
豊
支
部 

7
月
22
日
︵
土
︶ 

新
発
田
市

新
潟
県
央
支
部 

9
月
9
日
︵
土
︶ 

三
条
市

妙
高
支
部
役
員
会 

12
月
2
日
︵
土
︶ 

妙
高
市

☆
同
期
会
開
催
は
次
の
と
お
り
で
す

新
潟
短
期
大
学
︵
第
19
期
︶
7
月
26
日︵
水
︶柏
崎
市

新
潟
短
期
大
学
︵
第
12
期
︶
9
月
20
日︵
水
︶柏
崎
市

☆
本
部
定
期
総
会　

10
月
20
日
︵
土
︶

新
潟
市
中
央
区
弁
天
二
丁
目

会
場　

新
潟
東
映
ホ
テ
ル　

午
後
1
時
よ
り

☆
本
部
定
期
役
員
会　

5
月
中
旬

　

柏
崎
市
ま
た
は
長
岡
市

☆
本
部
定
期
総
会
実
行
委
員
会
立
上　

6
月
中
旬

 

長
岡
市

実
行
委
員
会
は
各
支
部
よ
り
選
出
、
委
員
会
は
随
時

開
催
予
定

☆
支
部
長
・
事
務
局
長
会
議　

9
月
中
旬

　

長
岡
市
ま
た
は
新
潟
市

☆
各
支
部
の
総
会
開
催
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

佐
渡
支
部 

7
月 

佐
渡
市

長
岡
支
部 

9
月 

長
岡
市

魚
沼
支
部 

7
月 

魚
沼
市

柏
刈
支
部 

6
月 

柏
崎
市

上
越
支
部 

9
月 

上
越
市

妙
高
支
部 

9
月 

妙
高
市

関
東
支
部 

6
月 

東
京
都
内

　

以
上
13
支
部
の
う
ち
、
7
支
部
の
開
催
が
予
定
さ
れ

ま
す
。

　

各
支
部
の
役
員
の
皆
様
、
確
定
次
第
ま
ず
電
話
で
第

一
報
を
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
度
、
わ
が
母
校
新
潟
産
業
大
学
は
創
立

70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

明
る
い
話
題
と
し
て
、
校
友
会
が
主
催
し
た

「
新
潟
産
業
大
学
創
立
70
周
年
記
念
講
演
会
」
を

新
潟
市
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
新
潟
市
民
プ
ラ
ザ
︵
６
Ｆ
︶

で
、
元
宮
崎
県
知
事
・
前
衆
議
院
議
員　

東
国

原
英
夫
氏
を
迎
え
て
「
逆
境
を
チ
ャ
ン
ス
に
変

え
る
」
の
演
題
で
11
月
４
日
︵
土
︶
に
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
多
く
の
会
員
が
参
加
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
後
の
懇
親
会
で
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

　

ま
た
、
大
学
側
も
同
月
10
日
︵
金
︶
に
創
立

70
周
年
式
典
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
校
友
会

か
ら
も
、
支
部
の
役
員
を
中
心
に
30
名
程
の
出

席
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
講
演
会
も
開
催

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
平
成
29
年
度
は
13
支
部
の
中
、
５
支

部
で
定
期
総
会
が
７
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
５
月
か
ら
９
月
に
か

け
て
６
支
部
の
役
員
会
・
幹
事
会
が
開
催
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
取
組
み
と
し
て
10
月
か
ら
12
月

ま
で
、
公
立
化
の
要
請
に
対
す
る
署
名
運
動
を

各
支
部
か
ら
取
組
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。
署
名

数
は
３
，
１
５
２
名
の
実
績
で
す
。

　

さ
て
、
平
成
30
年
度
は
３
年
毎
の
本
部
定
期

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
場
は
新
潟
市
の
新

潟
東
映
ホ
テ
ル
で
10
月
20
日
に
開
催
い
た
し
ま

す
。
会
員
の
皆
様
の
多
数
参
加
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。
内
容
は
９
ペ
ー
ジ
の
記
事
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

平
成
29
年
は
創
立
70
周
年
で
あ
り
ま
し

た
。
本
年
度
は
３
年
毎
の
本
部
定
期
総
会

が
新
潟
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ご
案
内
と
関
係
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

内
山
和
博
　（
短
17
期
）

平
成
29
年
度
の
動
き

平
成
30
年
度
予
定
さ
れ
る
動
き

編
集
後
記

事
務
局
だ
よ
り


